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2023年１月１日から適用されている新基準です！

類似商品・役務審査基準国際分類第12-2023版対応

特許庁 編 A４判 全982頁 定価3,740円 2023年2月28日発行

ISBN978-4-8271-1379-2

商標登録出願を行う際は、この「類似商品・役務審査基準」に基づいて指定する具体

的な商品名又は役務名を願書等に記載しなければなりません。そのため、出願人等に

とって、出願や調査等に必要不可欠な資料です。本書は2023年１月１日から適用が開

始された「国際分類第12-2023版」に対応している最新版です。

理系人材を知財の世界に優しく導きます！

知的財産法を理解するための法学入門
杉光 一成 著 A５判 全208頁 定価2,420円 2023年３月７日発行

ISBN978-4-8271-1380-8

知財実務者は理工系出身者が多いのが現状ですが、理系人材が法律としては応用

編である知的財産法を学ぶには、法律の基礎知識が必要です。しかし、既存の『法学概

論』や『民法入門書』等の書籍は知財とは無関係の内容が多く、難解であることが少な

くない現状に鑑み、本書は、知的財産法の学習に必要となる最低限の法学の知識や

向き合い方を楽しみながら習得できる内容に特化しています。

意匠法－通説・判例からのアプローチ

意匠法講義
杉光 一成 著 A５判 全344頁 定価2,750円 2023年４月18日発行予定

ISBN978-4-8271-1381-5

本書は令和元年の意匠法の大改正に完全対応し、近年では通説といわれている「需

要説」を基礎とした意匠法の最新の体系書です。特許庁の審査基準や主要な裁判例、

さらには意匠法上の主要な論点を網羅した意匠法学習者にとっては待望の教科書の誕

生です。

コンパクトで使いやすい知財関係者の“必須アイテム”

令和４年改正知的財産権法文集令和５年４月１日施行版

A６判 全1376頁 定価3,000円 2023年４月４日発行予定

ISBN978-4-8271-1383-9

本書は、政令や省令を省略して知的財産権に係る法律及び関連する一部条約を記

載した法規集です。「特許法等の一部を改正する法律」（令和３年法律第42号）、「著作

権法の一部を改正する法律」（令和３年法律第52号）など、令和５年４月１日に施行され

ている法令を本文に組み込み、「民事訴訟法等の一部を改正する法律」（令和4年法律

第48号）などの未施行の法令は点線囲みで表示しています。



ご購入のお申し込み ➡ FAX 03-5512-7567
書籍名 定価 送料 部数

令和４年改正 知的財産権法文集
令和５年４月１日施行版 3,000円 実費

意匠法講義 2,750円 実費

類似商品・役務審査基準
国際分類第12-2023版対応

3,740円 実費

知的財産法を理解するための
法学入門

2,420円 360円

発明 2023年4月号 980円 360円
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◆お問い合わせ先◆
一般社団法人発明推進協会

◆申し込み等：市場開発チーム

TEL  03-3502-5491 FAX 03-5512-7567

E-mail booksupport@jiii.or.jp

◆書籍の内容：出版チーム TEL 03-3502-5433

◆発明推進協会のHPから書籍のご注文をいただいた場合、

「ネット限定サービス」として送料は全国一律の215円！

合計で3,000円以上のお買い上げの場合は送料無料！

http://www.jiii.or.jp ➡「発明推進協会の本」をclick！

◆お客様情報◆

申込日 年 月 日

種 別 □一般 □会員 （ 発明協会）

※一般と会員のいずれかに✓ してください。

※会員の方はどちらの発明協会か、都道府県をご記入ください。

※会員特典：書籍の定価の１割引き！

発 送 □同送を希望する □同送を希望しない

※発行日が異なる書籍を同時にご注文いただいた場合、全てを同送

（まとめて発送）するか否か、いずれかに✓ してください。
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※代金を得意先コードで精算する場合はご記入ください。

※ご記入がなかった場合、請求書を送付いたします。

ニッポンのモノづくりと知財部を応援する月刊「発明」

T H E I N V E N T I O N
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発明 ４月号 A４変形判 定価980円（年間購読料10,500円／送料込み）

Special Reports自社のポテンシャルを引き出す明治の知財活動

「ブルガリアヨーグルト」「R-1」「おいしい牛乳」……いずれも、明治の代表的な製

品であり、日々の生活を彩る身近な商品だ。こうした身近で伝統的な食品事業でも、

間違いなく知財が多大な貢献を果たしている。それを社内外に説得的に示し、知財

の力で経営や事業を前に進めているのが明治の知財戦略部だ。彼らを突き動かす

のは、自社の知財や商品に対する自信と愛、そして深い洞察力である。しかし、それ

を自覚し、会社を動かすに至るまでの道のりは決して平坦ではなかった。

◆イノベーションの軌跡

「消雪パイプ高圧洗浄の効率化技術」の発明

◆特許よもやま話 わが国の先発明主義について(５)

◆知財コンサルが創る企業の差別化と成長

業務プロセスの改善事例

◆新しいタイプの商標等と需要者アンケート

◆『知的財産法を理解するための法学入門』著者にきく

◆『意匠法講義』著者にきく

◆知財マスターへのエチュード♪ 部分意匠の類否判断（１）

◆デザインとは何だ？ （後編）

「クライテリア＝基準」からデザインについて考える

◆アセアン知財事情

トレンド技術（CASE）に関するベトナムにおける特許出願動向

について

◆知的財産権判例ニュース 「非外傷性である前腕部骨折を抑制す

るための医薬組成物」と「骨粗鬆症治療薬」が相違しないと判断されて

新規性が否定された事例

◆世界のSEPガイドラインの潮流 米国司法省によるAvanci

（5G）に関するビジネスレビューレター（BRL）

◆日本の特許出願が遭遇する欧州の袋小路

独立項の不明確な用語の変更・削除

◆少し深読み 特許法 産業上の利用可能性


